
どうぞよろしくお願いいたします。 

 

    

    
 
新学期がスタートしてあっという間にひと月が経ちました。学校では子どもたちの元気な声が響

いています。 
また、先日の授業参観、学級ＰＴＡ、ＰＴＡ総会、学校保健委員会へのご参加ありがとうござい

ました。令和８年度のスタートが、無事切れた気がしています。一年間どうぞよろしくお願いいた
します。 
突然ですが、皆さんは、「どうして勉強しないといけないの？」と思ったり、子どもに尋ねられ

たりしたことはありませんか？ かく言う私もどちらとも経験しています。そんな時、①将来のた
め、②自分自身の知識を高めるため、③得意なものを持っておくとそれを生かせるから…というよ
うなことを伝えたような気がします。ただ、このような回答で子どもたちは本当に納得し、勉強に
対するモチベーションは上がったのか…、今となっては知る由もありません。 
福嶋隆史先生はご自身の著書の中で「『将来のためだから』と言われても、多くの子どもは何年・

何十年も先の自分の“将来像”をイメージすることなどできないので、あまり良い答えとは言えま
せん」と記しています。また、「勉強する目的を失った時に、大人の意見で丸め込もうとすると子
どもの疑問の解消にはならない」とも記しています。 
では、どのように子どもの問いに向き合っていけば良いのでしょう。人生の先輩方の回答を紹介
したいと思います。 

 
 
 
 

 
 
 

 

佐仁小学校の子供たちが、より一層、力を発揮していけるよう努めてまいります。今後とも、ご家庭・地域
での温かいお声かけをお願いいたします。 

 

  

※印は、転入の職員です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

             

 

  

  

 

 

 

 

担 任 等 氏 名 担 任 等 氏 名 

校    長 池 野 吉 寿 ※ 事 務 職 員 内田ひとみ※（兼務） 

教    頭 富 元 邦 子 ※ 校  務  員 米 田  順 子 

１ 年 担 任 岩田 えつ子 巡 回 司 書 藤田 理子（兼務） 

３・４年担任 西 郷 流 星 理科支援員 岩切 博文（兼務） 

５・６年担任 濵 﨑   健 

きらりっこ担任 中 村   圭 

養  護  教  諭 柳 川  耀 葉 

 

ご入学おめでとうございます 

令和８年度 奄美市立佐仁小学校 

キャッチフレーズ「蝶と太鼓と読書の佐仁小」 令和８年５月１日（４月号） 

【5月の行事予定】 
１日（金） 不審者対応訓練 

３日（日） 憲法記念日 

４日（月） みどりの日 

５日（火） こどもの日 

６日（水） 振替休日 

７日（木） 交通安全教室 

９日（土） 【土曜授業】 

高齢者との交流（グラウンドゴルフ） 

１１日（月） 人権週間(～15日)、人権教室 

１２日（火） 体力・運動能力調査（～１３日） 

１５日（金） 水泳学習開始 

１６日（土） 青少年育成の日 

１７日（日） 家庭の日、市民清掃 

奄美市子ども大会 

１８日（月） 内科検診 

１９日（火） 海遊び 

２２日（金） 子どもと一緒に読書の日 

２６日（火） 合同集団宿泊学習：５・６年生 

（～２７日） 

２８日（木） 休養措置日：５・６年生 

２９日（金） 合同一日遠足：１～４年生 

 

※  行事等変更になる場合があります。その際

は、事前にご連絡します。 

「どうして勉強しないといけないの？」    校長 池野 吉寿 

● 広い視野で世界を見るため 
「勉強は自分の窓を開けるということ。学ぶことで今まで見ていたものとは違う何かを
見ることになる。」 （ミカエル・カルマノ神父） 

● 子どもの「生きる力」を引き出すため 
「子どもにインプットするのではなく、アウトプットさせるよう仕向ける。」 
（おおた としまさ氏） 
● 生きるうえで役立つものを選ぶため 
「たくさん勉強して、たくさん遊んでできるだけたくさんのことを知ってください。 
大人になったとき、いらないものは自分の判断ですべて捨てて、残ったものがあなたが
勉強したものです。」 （羽生 善治九段） 

● これからの時代に必要な能力を伸ばすため 
「これからは『与えられたテーマをどう解決していくか』という思考力や『考えたこと
をどう伝えるか』というコミュニケーション力が必要。」（汐見 稔幸教授） 

● “学び方”を知るため 
「『学校の勉強なんて社会に出たらまるで役に立たない』ということを聞くが、学習す
る訓練を怠っていたら、社会に出たときに新しいことを学習する方法が分からず、つま
ずいてしまう。」 （落合 陽一氏） 

● たくさん失敗して成長するため 
「トップ校にいく人と比べるのではなく、『１か月前の自分と比べて成長したのかどう
か』が重要であり、途中で投げ出さず諦めない姿勢を貫くことが大切。」 

      （石田 勝義氏） 

 

大切なのは「ごまかさないこと」です。 
私たち大人は子どもの疑問に答えられなきゃいけないとプレッシャー

を感じていませんか？ だからといって、ありきたりな言葉で適当にご
まかしても、子どもはすぐに見抜いてしまいます。それよりも「お母さ
んもお父さんも分からないから一緒に考えてみよう」と提案してみるの
も良いかもしれませんね。 

 

令和８年度 学校職員の紹介 

２年ぶりの入学式に、来賓の方々や多くの保護者・地

域の皆様がご参加くださいました。１人の新入生はもち

ろんのこと、10 人の上級生も晴れやかな表情をしてい

るのが印象的でした。 

職員一同子供たちの成長を見守りながら、共に歩ん

でまいります。 

 

 

 

 

奄美市相談窓口のご案内 

～学校や家庭、地域のこと、何でも 

相談してみませんか～ 

電話、メール、フォームでの相談ができます。チラシを

配布しています。詳細は、そちらをご覧ください。 


